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第 2章

論理と集合

�� ��1

(1) Aを有理数全体の集合，Bを無理数全体の集合とする。空集合を ∅と表す。
次の (i) ∼ (iv) が真の命題になるように， ア ∼ エ に当てはまるものを，下の
0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

(i) A ア {0}　　　　　　　　　　　 (ii)
√

28 イ B

(iii) A = {0} ウ A (iv) ∅= A エ B

0⃝ ∈　　　 1⃝ ∋　　　 2⃝ ⊂　　　 3⃝ ⊃　　　 4⃝ ∩　　　 5⃝ ∪

(2) 実数 xに対する条件 p，q，rを次のように定める。

p : xは無理数
q : x+

√
28は有理数

r :
√

28xは有理数

次の オ ， カ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

　　 pは qであるための オ 。

　　 pは rであるための カ 。

0⃝ 必要十分条件である 1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない　 3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



16 第 2章 論理と集合�� ��2 　実数 xについて

命題 A：「x2 > 2または x3 > 0」ならば「x > 2」

を考える。

(1) 次の ア ∼ エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

命題 Aの逆，対偶を考えると次のようになる。

逆：「 ア 」ならば「 イ 」

対偶：「 ウ 」ならば「 エ 」

0⃝ x2 > 2または x3 > 0　　 1⃝ x2 > 2かつ x3 > 0　　 2⃝ x2 ≦ 2または x3 ≦ 0
3⃝ x2 ≦ 2かつ x3 ≦ 0 4⃝ x > 2　 5⃝ x ≦ 2

(2) 次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 6⃝のうちから一つ選べ。

命題 Aとその逆，対偶のうち， オ が真である。

0⃝ 命題 Aのみ 1⃝ 命題 Aの逆のみ
2⃝ 命題 Aの対偶のみ 3⃝ 命題 Aとその対偶の二つのみ
4⃝ 命題 Aとその逆の二つのみ　　　 5⃝ 命題 Aの逆と命題 Aの対偶の二つのみ
6⃝ 三つすべて

(3) 次の カ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

実数 xについての条件「x2 > 2または x3 > 0」は，「x > 2」であるための カ 。

0⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない 1⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
2⃝ 必要十分条件である 3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



17�� ��3 　実数 a，bに関する条件 p，qを次のように定める。

p : (a+b)2 +(a−2b)2 < 5
q : a+b < 1または a−2b < 2

(1) 次の 0⃝ ∼ 3⃝のうち，命題「q =⇒ p」に対する反例になっているのは ア である。

0⃝ a = 0, b = 0　 1⃝ a = 1, b = 0　 2⃝ a = 0, b = 1　 3⃝ a = 1, b = 1

(2) 命題「p =⇒ q」の対偶は「 イ =⇒ ウ 」である。
イ ， ウ に当てはまるものを，次の 0⃝ ∼ 7⃝のうちから一つずつ選べ。

0⃝ a+b < 1かつ a−2b < 2　 1⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 < 5
2⃝ a+b < 1または a−2b < 2　　　　　 3⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 ≦ 5
4⃝ a+b ≧ 1かつ a−2b ≧ 2　 5⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 > 5
6⃝ a+b ≧ 1または a−2b ≧ 2　 7⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 ≧ 5

(3) pは qであるための エ 。
エ に当てはまるものを，次の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



18 第 2章 論理と集合�� ��4 　自然数 nに関する三つの条件 p，q，rを次のように定める。

p : nは 4の倍数である
q : nは 6の倍数である
r : nは 24の倍数である

条件 p，q，rの否定をそれぞれ p，q，rで表す。条件 pを満たす自然数全体の集合を Pとし，
条件 qを満たす自然数全体の集合を Qとし，条件 rを満たす自然数全体の集合を Rとする。
自然数全体の集合を全体集合とし，集合 P，Q，Rの補集合をそれぞれ P，Q，Rで表す。

(1) 次の ア ， イ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

32 ∈ ア である。また，50 ∈ イ である。

0⃝ P∩Q∩R　　　　　 1⃝ P∩Q∩R　　　　　 2⃝ P∩Q

3⃝ P∩Q　 4⃝ P∩Q∩R　 5⃝ P∩Q∩R

(2) 次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 4⃝のうちから一つ選べ。

P∩Qに属する自然数のうち最小のものは ウエ である、また，ウエ オ Rである。

0⃝ =　　　 1⃝ ⊂　　　 2⃝ ⊃　　　 3⃝ ∈　　　 4⃝ /∈

(3) 次の カ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

自然数 ウエ は，命題 カ の反例である。

0⃝「(pかつ q) =⇒ r」　　　 1⃝「(pまたは q) =⇒ r」
2⃝「r =⇒ (pかつ q)」　　　　　　　 3⃝「(pかつ q) =⇒ r」



19�� ��5 　三角形に関する条件 p，q，rを次のように定める。

p : 三つの内角がすべて異なる
q : 直角三角形でない
r : 45◦の内角は一つもない

条件 pの否定を pで表し，同様に q，rはそれぞれ条件 q，rの否定を表すものとする。

(1) 命題「r =⇒ (pまたは q)」の対偶は「 ア =⇒ r」である。

ア に当てはまるものを，次の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。
0⃝ (p かつ q)　　　　　 1⃝ (p かつ q)

2⃝ (p または q)　　　　　　　　 3⃝ (p または q)

(2) 下の 0⃝ ∼ 4⃝ のうち，命題「(p または q) =⇒ r」に対する反例となっている三角形は
イ と ウ である。

イ と ウ に当てはまるものを， 0⃝ ∼ 4⃝のうちから一つずつ選べ。
ただし， イ と ウ の解答の順序は問わない。

0⃝ 直角二等辺三角形
1⃝ 内角が 30◦，45◦，105◦の三角形
2⃝ 正三角形
3⃝ 三辺の長さが 3，4，5の三角形
4⃝ 頂角が 45◦の二等辺三角形

(3) rは (p または q)であるための エ 。

エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



20 第 2章 論理と集合�� ��6 　二つの自然数 m，nに関する三つの条件 p，q，rを次のように定める。

p : mとnはともに奇数である
q : 3mnは奇数である
r : m+5nは偶数である

また，条件 pの否定を pで表す。

(1) 次の ア ， イ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 2⃝のうちから一つずつ選べ。
ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

二つの自然数 m，nが条件 pを満たすとする。
このとき，mが奇数ならば nは ア 。また，mが偶数ならば nは イ 。

0⃝ 偶数である　　　　　　 1⃝奇数である　　　　　　 2⃝偶数でも奇数でもよい

(2) 次の ウ ， エ ， オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つずつ選
べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　

pはqであるための ウ 。

pは rであるための エ 。

pは rであるための オ 。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



21�� ��7 　実数 xに関する 2つの条件 p，qを

p : x = 1
q : x2 = 1

とする。また，条件 p，qの否定をそれぞれ p，qで表す。

(1) 次の ア ， イ ， ウ ， エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから
一つずつ選べ。
ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　

qは pであるための ア 。

pはqであるための イ 。

(pまたは q)はqであるための ウ 。

(pかつ q)はqであるための エ 。

0⃝ 必要条件だが十分条件でない
1⃝ 十分条件だが必要条件でない
2⃝ 必要十分条件である
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない

(2) 実数 xに関する条件 rを

r : x > 0

とする。次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 7⃝のうちから一つ選べ。

3つの命題

A :「(pかつq) =⇒ r」
B :「q =⇒ r」
C :「q =⇒ p」

の真偽について正しいものは オ である。

0⃝ Aは真，Bは真，Cは真　　　　　 1⃝ Aは真，Bは真，Cは偽
2⃝ Aは真，Bは偽，Cは真　　　　　　　　 3⃝ Aは真，Bは偽，Cは偽
4⃝ Aは偽，Bは真，Cは真　　　　　　　　 5⃝ Aは偽，Bは真，Cは偽
6⃝ Aは偽，Bは偽，Cは真　　　　　　　　 7⃝ Aは偽，Bは偽，Cは偽



22 第 2章 論理と集合�� ��8 　 aを正の実数とし，実数 xに関する条件 p，q，rを次のように定める。

p : (x−2
√

3)(x−
√

11)> 0

q : x < aまたは x >

√
11
2

a

r : xは整数である

(1) 次の ア に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

　 pは rであるための ア 。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
2⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない

(2) 条件 pの否定を p，qの否定を qと表し

A =
{

x | xは pを満たす }
B =

{
x | xは qを満たす }

と定める。A∩Bが空集合でないための必要十分条件は

イ ≦ a ≦ ウ
√

エ

が成り立つことである。



23�� ��9 　 cを 4以上の整数とする。整数 nに関する二つの条件 p，qを次のように定める。

p : n2 −8n+15 = 0
q : n > 2または n < c

(1) 次の ア ， イ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

命題「p =⇒ q」の逆は「 ア 」である。
また，命題「p =⇒ q」の対偶は「 イ 」である。

0⃝ n2 −8n+15 ̸= 0 =⇒ (n ≦ 2または n ≧ c)

1⃝ n2 −8n+15 ̸= 0 =⇒ (n ≦ 2かつ n ≧ c)

2⃝ (n ≦ 2または n ≧ c) =⇒ n2 −8n+15 ̸= 0
3⃝ (n > 2かつ n < c) =⇒ n2 −8n+15 ̸= 0
4⃝ (n ≦ 2または n ≧ c) =⇒ n2 −8n+15 = 0
5⃝ (n > 2かつ n < c) =⇒ n2 −8n+15 = 0

(2) 整数 cが 5以上のとき，pは qであるための必要条件ではない。なぜならば，整数 cが 5

以上のとき，整数 n = ウ はつねに命題「q =⇒ p」の反例となるからである。

(3) 次の エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

整数 cが エ を満たすとき，pは qであるための十分条件ではない。

0⃝ c = 4　　　　 1⃝ c > 5　　　　 2⃝ c = 6　　　　 3⃝ c > 7

(4) 整数全体の集合を全体集合とし，その部分集合 A，Bを

A =
{

k | k > 2
}
, B =

{
k | k ≧ c

}
と定める。集合 A，Bの補集合をそれぞれ A，Bで表す。

次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つ選べ。

整数 nに関する次の条件のうち，qと同値である条件は オ である。

0⃝ n ∈ A∩B　　　　　　　 1⃝ n ∈ A∩B　　　　　　　 2⃝ n ∈ A∩B

3⃝ n ∈ A∪B　　　　 4⃝ n ∈ A∪B　　　　 5⃝ n ∈ A∪B



24 第 2章 論理と集合�� ��10 　次の ア ∼ ウ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

実数 a，bに関する条件 p，q，r，sを次のように定める。

p : ab ≧ 0
q : ab ≧ a2

r : ab ≧ b2

s : a = b

また，条件 pの否定を p，条件 rの否定を rで表す。このとき

　

pは qであるための ア 。

pは rであるための イ 。

sは「qかつ r」であるための ウ 。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件でない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件でない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



25

数学 I「論理と集合」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，気を
付けるべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのようなミスがなぜ起きたのかを
分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そこを反省
することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策をする際の
指針となるであろう．

babababababababababababababababababab



26 第 2章 論理と集合

第 2章　論理と集合　　解答

　
�� ��1

【2016本】
ア イ ウ エ オ カ
3⃝ 0⃝ 5⃝ 4⃝ 1⃝ 3⃝

　
�� ��2

【2016追】
ア イ ウ エ オ カ
4⃝ 0⃝ 5⃝ 3⃝ 1⃝ 0⃝

　
�� ��3

【2011本】
ア イ ウ エ
3⃝ 4⃝ 7⃝ 2⃝

　
�� ��4

【2020本】
ア イ ウ エ オ カ
2⃝ 5⃝ 1 2 4⃝ 3⃝

　
�� ��5

【2013本】
ア イ， ウ エ
1⃝ 1⃝， 4⃝ 2⃝

　
�� ��6

【2019本】
ア イ ウ エ オ
0⃝ 2⃝ 0⃝ 2⃝ 3⃝

　
�� ��7

【2017本】
ア イ ウ エ オ
0⃝ 3⃝ 3⃝ 1⃝ 2⃝

　
�� ��8

【2015追】
ア イ ウ エ
2⃝ 2 2 3

　
�� ��9

【2019追】
ア イ ウ エ オ
5⃝ 2⃝ 4 0⃝ 1⃝

　
�� ��10

【2010追】
ア イ ウ
1⃝ 2⃝ 0⃝




